
令和７ 年 3 月 1 日

9 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
夏休み：デイキャンプ、夏祭り　　冬休み：ボーリング　　春休み：調理実習
公園遊び、散策、外食体験、工場見学、避難訓練

（別添資料１）

家族支援

・ご家庭等でのお子様の様子、家庭環境などを把握するための定期的な面談を実施しま
す。
・ご家族が、就労の有無を問わず、地域の中で、安心してお子様と向き合い生活できるよ
う、積極的にレスパイト支援を行います。
・ご家族が、お子様の今の姿に向き合い、将来を見据え、お子様の個性を理解して子育て
していただけるよう相談援助を行います。
・お子様の発達状況や特性の理解を深めるため、保護者が必要とされたときには相談援助
を実施します。実施した場合は家族支援Ⅰの事業所対面加算を算定します。

移行支援

・各関係機関との連携に努め、ライフステージを意識したお子様の成長を
促す支援を行い、地域の中で安心して過ごせるように支援します。
・お子様のアセスメント結果や個別支援計画書など支援内容に関する情報
を、モニタリングや担当者会議、面談を通じて共有します。

地域支援・地域連携
・地域社会の中での活動を行うことで、社会でのマナーやルールが理解できるよ
うに支援します。
・各関係機関との連携に努め、各会議に参加します。

職員の質の向上

・事業所内での支援の振り返り
・虐待防止研修等法令で定められている各種研修の受講
・支援に関する外部内部の研修受講

支　援　内　容

・利用時の健康管理と必要な対応を行います。小さなサインから心身の変化に気づけるよう、観察をします。
・登降所時の身辺整理(靴衣服の着脱、荷物整理、連絡ファイル提出管理など)をお子様に合わせて実施し、習慣化できるように支援します。
・食事、排泄などの基本的な生活スキル、社会生活に必要なスキルが獲得できるよう、お子様の年齢・発達状況に応じた支援をします。
・生活の中での課題を保護者から伺うと共に、集団生活におけるお子様の姿を観察し発見した課題について、個別支援として取り組みます。
・幼児期より自己有用感を育むことで、自己肯定感を高め、目の前の課題を乗り越える力が備わるように支援します。

・小集団活動として、手遊び、体操、ダンス、運動など、手先や体を使うプログラムを提供し、身体機能の向上を図ります。
・週間プログラムでの製作活動や小集団活動で、感覚を養う、様々な体験を提供します。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や運動・動作機能の観察を行い、必要に応じて個別支援として支援をします。本

人
支
援

・色や数字、物などの概念の習得のため、一人ひとりに合った課題の提供をします。
・お子様の感覚特性に配慮しながら、適切な認知、解釈しやすいように環境を整え、過剰なストレスがないよう支援します。

・言葉だけでなく言葉以外のサインなど自発的に発信できるコミュニケーションスキルの獲得ができるよう支援します。
・遊びを通した他者とのやり取りの機会を保証し、お互いを認め合い、折り合いがつけられるよう、職員が仲介します。

・お子様の想いを引き出す肯定的な言葉がけに努め、お子様と職員との良好な関係形成を円滑に行います。
・活動を通して、ルールや順番を守ることや、自己主張しながら協調する関わりが持てるように支援します。
・他者との適した距離感、言葉選びができるように、職員がモデルとなり、良好な関係形成を支援します。

支援方針
私たちは、子どもたちが互いに関わり合い、社会性を身につける環境を創ります。
私たちは、子どもの視点を大切にしながら、保護者とともに未来を拓くお手伝いをします。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 つなぐ子ども　ひらく明日

事業所名 放課後等デイサービスＨＩＲＡＫＵ 作成日児童発達支援　支援プログラム


